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●運動遊び各校取り組み表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

    

児童が主体 

異
年
齢
集
団 

同
年
齢
集
団 

学級、学年での運動遊び 

クラス遊び、全校集会など 

教師がプレイリーダーとなり、 

児童に遊びこませる。 

① 

平
井
南
小 

⑧
桃
井
第
三
小 

②
蓮
根
第
二
小 

③
武
蔵
野
第
四
小 

⑦
南
浦
小 ④

福
生
第
五
小 

⑥
西
葛
西
小 

⑫
明
石
小 

学級、学年での運動遊び 

クラス遊び、全校集会など 

上学年の児童がプレイリーダーとな

り、下学年を遊ばせる。 

第Ⅲ期向け 

⑪
梅
田
小 

学校全体での運動遊び 

たてわり班、兄弟学年など 

上学年の児童がプレイリーダーと

なり、下学年を遊ばせる。 

学校全体での運動遊び 

たてわり班、兄弟学年など 

教師がプレイリーダーとなり、 

児童に遊びこませる。 

⑬
佃
島
小 

⑯
小
平
第
七
小 

⑮
常
盤
小 

⑱
足
立
小 

⑭
糀
谷
小 

⑩
平
井
小 

教師が主体 

これから体育的活動を

進めていく学校向け 

異学年交流ができ、いろいろ

な遊びを教えたい学校向け 

規模の大きい学校で、児童主体

で遊びを進めたい学校向け 

体育的活動部会が目指す、 

学校の姿 

プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー 

⑤
第
五
峡
田
小 

⑨
枝
川
小 

⑰
成
隣
小 

⑲
綾
南
小 
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【体育的活動の設定】 

 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数   ２４４人 

○学級数   ９学級 

○活動場所  校庭（４０ｍ×３０ｍ）、体育館、中庭、ホールを使用する。 

○いきいきタイム活動方法   

全校児童が校庭に出て、なわとび（短縄・長縄）をつかって運動遊びをする。 

○体育的活動の実践 

 ・通年で「いきいきタイム」を行う。 

○校内体制 

 ・全校一斉で行う。 

・教職員は教室に残っている児童を外に出るよう声をかけ、見守る形 

○児童の実態 

 ・約３割の児童が校庭に出て遊んでいる。 

 ・短縄を行っている児童は一つの技を継続して行ったり、多様な技に取り組んだりしている。 

 ・長縄を行っている児童は、主にクラス、もしくは学年単位で八の字跳びか一斉に跳ぶ遊びに

取り組んでいる。 

 ・短縄も長縄も他に遊びの発展方法を知らないので、停滞している。 

 ・毎日の中休みは外に遊ぶ決まりになってから、なわとび以外の遊びがしたい児童が増えてき

ている。 

①江戸川区立平井南小学校の体育的活動の現状 

通年で毎週月曜日中休みに【いきいきタイム】を行う。 

運動会特別時間割 

特別時間割の際は、活動場所・実施の可否を担任が判断する 

水泳特別時間割 文化的行事特別時間割 卒業時期特別時間割 

持久走週間 
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【体育的活動の設定】 

 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数５０１人 

○学級数 １５学級 

○活動場所  校庭（５０ｍ×４０ｍ、天然芝）、体育館、中庭を使用する。 

○クラス遊び 

 ・月 1回実施 

 ・クラスごとに遊ぶ内容を考える。 

○たてわり班活動方法 

 ・月１回実施（中休みや授業時間など、時間はその時による） 

 ・6年生が遊ぶ内容を考え実施（おに遊び、ドッジボールなど） 

○体育的活動の実践 

・１１月に「マラソン週間」を行う。 

・１月に「短なわ週間」を行う。 

○校内体制 

 ・クラス遊び、たてわり班活動については特別活動部、体育的活動については体力向上部が 

  企画・運営している。 

○児童の実態 

 ・大半の児童が外遊びをしている。遊びの種類はおに遊び、ボール投げ、ボールけりが圧倒的

に多い。6年生が下級生に声をかけリレーをする姿も見かける。 

②板橋区立蓮根第二小学校の体育的活動の現状 

１１月「マラソン週間」 

・2週間、中休みを活用してマラソンの

活動に取り組む。 

・カードが 1 枚終わると賞状を渡して

いる。 

１月「なわとび週間」 

・2週間短なわの活動に取り組む。 

・運動委員会の児童が体育朝会で

技を紹介したり、チェックなどを

行っている。 

たてわり班活動（月 1回） 
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【体育的活動の設定】 

 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体 

育 

的 

活 

動 

           

 

③武蔵野市立第四小学校の体育的活動の現状 

○ 児童数   ３６７人 

○ 学級数   １３学級 

○ 活動場所  校庭（１００ｍ×１００ｍ）、体育館、教室 

○ 体育的活動の実践 

・スポーツ旬間① 期間 ２週間  運営：運動委員会 

  内容：体育館や校庭で、いろいろな場で遊ぶ。40ｍダッシュ、ロケット投げ、シャトル投げ 

立ち幅跳び、フラフープ回し、バスケットシュート 

・スポーツ旬間②  期間１週間ずつ 運営：体育部 

  内容：短縄、長縄 運営：体育部 

・スポーツ旬間③ 期間１週間 運営：体育部 

  内容：持久走 

○校内体制 

  スポーツ旬間①は、運動委員の先生が中心になって準備等を行っている。その他の②③については、

体育部の先生が中心になって、準備・実施を行っている。 

○児童の実態 

 ・休み時間の様子を見ていると、外遊びに取り組んでいる児童は７割程度いる。中休みは 30分間あり、

児童は原則外で遊ぶことになっている。 

 ・児童は遊具や鬼遊び、ボール遊びなど、いろいろな遊びを行っているが、バリエーションは少ない。 

スポーツ旬

間① 

スポーツ旬

間② 

スポーツ旬

間③ 

            きょうだい学級の活動（年９回） 
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【体育的活動の設定】 

１学期  ⇒・学級内にて体育的活動についての説明を行う。 ・実際に遊ぶ。 ・場の準備を行う。 

２学期～ ⇒・休み時間等で異学年の児童を誘って遊ぶ。 ・たてわり班遊びで実践。 

【教室に掲示した資料・研究部員証】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童数 ２４人 

○学級数 第６学年は２クラス   ※現在６年２組のみで実施。 

○活動場所  校庭（70ｍ×100ｍ）、体育館 

○活動方法 

 ・学級活動の一環として、おもに中休みと昼休みに活動。 

 ・準備やルールについての話し合いなどは子供主体で行っている。 

○体育的活動の実践 

 ・１学期に学級内で「体育的活動研究部」を設立。 

・２学期以降のたてわり班遊びにおいて、異学年児童と共に遊ぶ。 

○校内体制 

 ・学級活動の一環として行っており、担任の須藤が学級の児童と共に企画・実践していく。 

○児童の実態 

・「体育的活動研究部について」のポスターを教室に掲示し、体育的活動について説明を行ったところ、全員がこの

活動に参加。現在、意欲的に遊び場の準備やルールについての話し合いを行っている。 

・「研究部員証」を子供に一人ずつ渡したところさらに関心を高めることができた。 

 ・休み時間に外で遊ぶ児童が増え、男女関係なく遊ぶ姿が見られている。 

 ・「たてわり班遊びで体育的活動の遊びをやりたい」という意見もあり、異学年へ広めようという意欲も見られる。 

④福生市立福生第五小学校６年２組の体育的活動の現状 

児
童
の
顔
写
真 

児童名 

部
員
証 

表
面 

部
員
証 

裏
面 
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【体育的活動の設定】 

 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数 ５０７人 

○学級数 １７学級 

○活動場所  校庭（７０ｍ×４０ｍ） 

○フレンズタイム活動方法 

  ・月に一回程度、1週目中学年、2週目低学年という形で行う。 

      ・学級数の運動遊びの場を設定し、教員を固定して配置する。子供たちは、運動遊 

       びの場をローテーションする。 

○体育的活動の実践 

 ・通年で「フレンズタイム」を行う。 

・１０月から 3月まで、月 1回、「長なわ集会」を行う。 

 ・11月終わりから 12月にかけて全校で「ペースランニング」を行う。 

○校内体制 

 ・「フレンズタイム」は、校内研究体育分科会が企画・運営をし、低中学年が運動遊びの場で指 

導し、専科が全体の見守りをしている。 

 ・「長なわ集会」及び「ペースランニング」は、校内の体育的行事委員会で企画・運営し、全教

諭で指導している。 

○児童の実態 

 ・昨年度の意識調査で、全体の 14％の児童が休み時間を校舎内で過ごしている。体を動かす

楽しさを味わい、外遊びの児童を増やすことや、いろいろな友達と関わって遊ぶことをねら

いとしている。 

⑤荒川区立第五峡田小学校の体育的活動の現状 

「長なわ集会」 

学級ごとに、3分間の回数を計測する。 

それぞれの学級で、新記録を目指して取り組む。 

 

「ペースランニング」 

休み時間の後半に、5分間走に取り組

む。カードを用意して意欲を高める。 

フレンズタイム 

「長なわ集会」 
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【本年度の体育的活動の設定】 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

○教職員数  ４３人 

○児童数   ７９１人 

○学級数   ２３学級 

○活動場所  校庭（６0ｍ×８0ｍ）、体育館も使用する。 

○活動方法  ・年間で２０回（木曜日が基本）実施し、１回の活動は１５分とする。 

       ・１～３年生は中休み（１０：２５～１０：４０）、 

        ４～6年生は昼休み（１３：２０～１３：３５）にそれぞれ実施する。 

       ・１～３年生が実施しているとき、４～６年生は、各教室にてクラブの計画委員会、

またはロングタイムの打ち合わせに参加する。 

        ４～6年生が実施しているときは、１～３年生は、掃除をする。 

       ・教員を１つの運動遊びの場に固定して配置する。 

・遊びは、学級単位で行う。（１つの遊びを２回行ったら次の遊びとなる。） 

○体育的活動の実践 

 下記の表の通り 

○校内体制 

 ・わくわく部会が「わくわくタイム」の企画・運営を行っている。 

○児童の実態 

 ・休み時間の様子を見ていると、外遊びに取り組んでいる児童は９割程度いる。わくわくタイムを

始めてから、「ぐるぐるおに（リレー遊び）」や「バスケットボール」、「鉄棒遊び」、「一輪車」、「竹

馬」、「ドッジビー」など遊びの種類が増えてきている。また、「鬼遊び」を工夫した「十字おに」

や「ピーターパンおにごっご」、「ドラキュラおに」なども行っている。 

⑥江戸川区立西葛西小学校の体育的活動の現状 

わくわくタイム 

５月「校内すもう大会」 

校内にある土俵を使って、互いに礼を

つくしながら、すもうに取り組む。  

体育朝会 

・4月 集団行動  ・5，７月 体ほぐし  ・9月 リズムダンス 

・11，12月 長なわ  ・1月 持久走   ・2月 短なわ  ・3月 体つくり 

１月「持久走週間」 

チャレンジカードを用いなが

ら、朝の時間や中休み、昼休みを

活用して、持久走に取り組む。 

  

２月「長なわ大会」 

長なわを３分間で跳んだ回数を学級ごとに競

い上位３学級には、賞状を渡す。 

長なわ週間に入る前の体育朝会時に、運動委

員会の児童が跳び方のポイントを示す。 
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【体育的活動の設定】 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

○児童数   ８００人 

○学級数   ２４学級 

○活動場所  校庭（４５ｍ×３０ｍ）、体育館 

○活動方法   

①長縄・マラソンチャレンジ 

  ・年間で 20回ずつ（木曜日が基本）実施し、中休み（20分間）を利用する。 

  ・長縄は全校同時に実施し、8の字跳びを基本として長縄を使った運動を行う。 

   学期に一回、3分間の 8の字跳びで何回跳べるかを計測する。 

  ・マラソンは人数が多いため、１・３・５年と２・４・６年で曜日を分けて行う。 

   低学年は 4分間、中・高学年は 5分間のマラソンに取り組む。2月には学年ごとにマラ 

ソン記録会を行う。 

 ②運動委員会による活動 

   ・体力向上を目指し、運動委員会が遊びを考えて実施する。 

   ・年に１・２回程度、体育館や校庭で体力向上につながる運動（遊び）を行う。 

○校内体制 

 ・①は校内の担当教員が主導で行う。②は委員会の児童と協力して行う。 

○児童の実態 

 ・中休みは必ず外遊びをするルールがあるので、校舎内に残る児童はいない。だが、何をして 

いいかわからない、動きたくないなどの理由で日陰で友達と喋っている児童も見受けられる。 

長縄やマラソンには意欲的に取り組んでいる。また、「交流班」という異学年が交流する遊び 

でも、下学年を楽しませようとしており、異学年が仲良く遊ぶ土壌はあるので、遊びの種類 

を提案していければ広がっていくと考えられる。 

⑦三鷹市立南浦小学校の体育的活動の現状 

長縄・マラソンチャレンジ 

7月・12月・3月「長縄記録会」 

長縄を 3 分間で跳んだ回数を学級ごとに記

録する。年間通じて長縄に取り組み、学級ご

とに、異学年で長縄を教える交流会も開く。 

2月「マラソン大会」 

学年ごとに一定の距離を走り、

タイムを計測する。全児童に記

録証を渡す。 

運動委員会による活動（年１・２回程度） 

交流班活動（年 10回程度。運動には限らない） 
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【体育的活動の設定】 

 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数   ４５９人 

○学級数   １８学級（特別支援学級２学級含） 

○活動場所  校庭（４０ｍ５５ｍ）、体育館、屋上を使用する。 

○「体力つくり」活動方法 

 ・毎週火曜日、木曜日の朝の時間（８：３０～８：４５） 

  （火曜日：１，３，４年生、木曜日：２，５，６年生、金曜日：特別支援学級） 

 ・場所は、校庭、体育館、屋上の３か所で、学年ごとに分かれ、多様な運動遊びを行う。 

○体育的活動の実践 

 ・【４月から１２月】（１５分×１８回）多様な運動遊び 

・【９月から１０月の運動会前】（１５分×４回）桃三体操 

 ・【１０月の運動会後】（１５分×３回）長なわ跳び 

 ・【１月から３月】（１５分×１０回）持久走 

○校内体制 

 ・企画、実施例提案などは体育部。実施については学年ごとに行う。 

○児童の実態 

 ・児童数にして校庭が狭いため、なかなか思うようには遊ぶことができない環境である。曜日

によって、一週間に１回ずつ体育館と屋上が学年ごとに割り当てられている。遊びは、おに

ごっこやボール投げ遊び、施設固定遊を使った遊びが主である。 

⑧杉並区立桃井第三小学校の体育的活動の現状 

体力つくり 

多様な運動遊び 持久走 

桃三

体操 

長 
な 
わ 
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【体育的活動の設定】 

 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数 ７６５人 

○学級数 ２３学級 

○活動場所  校庭（ ｍ× ｍ）、体育館 

○みんなでスポーツ活動方法 

・１５のブースに分かれた遊びを中休み（２０分）に子供たちが好きに遊ぶ。 

○体育的活動の実践 

・毎月 1回「みんなでスポーツ」を行う。 

 ・学期に５回全校で「長縄チャレンジ」「短縄」を行う。 

 ・毎月 1～２回「枝川健康タイム」を行う。 

○校内体制 

 ・すべて全校で取り組む。 

 ・「長縄チャレンジ」は江東区の取り組みで、江東区の小学校がクラス単位での競い合いをする。 

  その後、江東区教育委員会から賞状がもらえる。 

○児童の実態 

 ・「みんなでスポーツ」では、児童が自分にあったブースを選び、２０分間遊んでいる。 

 ・「長縄チャレンジ」では児童が通年休み時間に練習を重ね、記録会の際に練習の成果を出して

いる。枝川の最高記録は３分間で３４７回である。 

 ・毎月の「健康タイム」では、体つくり・持久走・縄跳び・体操などを行う。 

⑨江東区立枝川小学校の体育的活動の現状 

みんなでスポーツ 

・集団行動 
・運動会練習 

・長縄  

・プール開き 

・長縄 

・短縄 

・持久走 
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【体育的活動の設定】 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数   566人 

○学級数   18学級（通級学級１学級含） 

○活動場所  校庭（25ｍ×50ｍ）、体育館、屋上を使用する。 

○ゆうゆうタイム 活動方法 

 ・毎週金曜日の 20分休みに実施。（水泳指導期間中は、木曜の朝学習の時間） 

・18の遊びの場を用意。各遊びの場には、担当の教員を 1名配置（6年生へ助言）。 

・児童は、たてわり班で活動し、6年生が遊びのルールやチーム分けの説明等を行う。 

 （遊びの工夫や運営上の成果・反省等の引継ぎは、6年生がカードに書いて廊下に掲示。） 

・2回 1サイクルでローテーション。 

○体育的活動の実践 

 ・通年で「ゆうゆうタイム」を行う。 

・11月に「ジョギング週間」を行う。 

 ・２月に「なわとび週間」と「長縄集会」を行う。 

○校内体制 

 ・ゆうゆうタイムの遊びの選定や場の設定は校内の体力向上委員会の担当 3名で行い、6年生

への事前・事後指導は 6年生担任が行う。 

○児童の実態 

 ・休み時間に身体を動かして遊ぶ児童が 8割である。ただ、遊びのほとんどが鬼遊びかボール

遊びになっている。また、児童数に対して遊び場が狭く、遊びづらさを感じて教室にとどま

る児童もいる。 

 ・ 

⑩江戸川区立平井小学校の体育的活動の現状 

１１月「ジョギング週間」 

・休み時間に 5分間走を行う。 

・ジョギングカードに周回数を記録して

いく。 

２月「なわとび週間・長縄集会」 

・休み時間に短縄や長縄に挑戦す

る。（短縄の技カードを配布） 

・「長縄集会」 

朝学習の時間に、学級ごとに 8

の字跳びの最高記録を目指す。 

ゆうゆうタイム 
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【体育的活動の設定】 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数   859人 

○学級数   25学級 

○活動場所  校庭、体育館、中庭、を使用する。 

○活動方法 

  ・年間で８回（低・中・高学年ごと）実施し、１回の活動は 2５分とする。 

  ・低学年は金曜日、中学年は木曜日、高学年は火曜日に実施する。 

  ・行っていない学年は校庭の 3分の 2で自由遊び。 

  ・教員は低・中・高・専の 4人 1グループで組んで計画・実施する。自分のクラスの時は 

引率。残りの 3人のうち、誰かが運動遊び担当となる。その他の教員は安全管理・フリー。 

   ・１ローテーション目は担当教員主導。２ローテーション目の低・中学年は、5年生が 

プレイリーダーとして担当教員と連携をとって運営する。２ローテーション目の高学年は 

場所を割り振りクラス遊び。 

○体育的活動の実践 

 下記の表通り 

○校内体制 

 ・研推の B部会が中心となり「梅田ハッピータイム（体育的活動）計画・実施する。 

○児童の実態 

 ・児童は概ね好評である。クラス遊びではハッピータイムで経験した遊びを取り入れて遊んで

いる。 

⑪大田区立梅田小学校の体育的活動の現状 

梅田ハッピータイム 

体育朝会（例） 

・4月 集団行動  ・６月 リズムダンス ・9月 体つくり 

・12月 短縄  ・1月 持久走    
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【体育的活動の設定】 

 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数 ３７９人 

○学級数 １３学級（特別支援学級１学級含） 

○活動場所  校庭（５０ｍ×３０ｍ）、体育館、を使用する。 

○活動方法 

  ・年間で２回実施し、１回の活動は１０分 

      ・５学年が運動の場と内容を考える。 

      ・５年生が各運動ブースの担当として運営する。 

      ・１年と６年がペアを組んで活動する。他の学年は自由行動。 

      ・全教員で各運動ブースの安全管理をする。 

 

○体育的活動の実践 

 ・ほとんど行っていない。 

○校内体制 

 ・５年担任に一任して行っている。 

○児童の実態 

 ・児童には、好評である。ただ、活動時間が短いため、様々な運動遊びを経験できないことや、

１年と６年ペアだと、６年生が思いっきり遊べない現状がある。 

⑫中央区立明石小学校の体育的活動の現状 

明石ハッスルタイム 

体育朝会の時間 

・肋木 ・コーンタ

ッチ ・バスケシュ

ート・サッカーシュ

ート ・１０ｍ走 

・ラダー遊び ・リ

ンボーダンスなど。 
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【体育的活動の設定】 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数  ７４５人 

○学級数  ２３学級 

○活動場所 校庭（６０ｍ×８０ｍ）、体育館を使用する。 

○たてわり班活動方法（主に中休みに実施） 

・１学期：たてわり班会議（顔合わせ）、たてわり班遊び（長縄を実施） 

・２学期：たてわり班遊び（６年生が遊びを計画）、ハッピーフェスティバル（遊びランドの計画） 

・３学期：たてわり班遊び（５年生が遊びを計画） 

○体育的活動の実践 

 ・通年で「たてわり班活動」を行う。 

・１０月に「短縄集会」を行い、外部指導員を招いての講習会、縄跳び指導を行う。（中学年） 

 ・１１、１２月に「長縄集会」を行い、クラス単位で３分間連続跳びを行う。 

・３学期に全校で「マラソン大会」を行う。（２月に持久走集会を行い、持久走の練習） 

○校内体制 

 ・各体育集会は体育部、たてわり班活動は特別活動部が企画・運営を行っている。 

○児童の実態 

 ・休み時間に外遊びに取り組んでいる児童は全体の７割程度。遊びの種類は「鬼ごっこ」、「ボ

ール投げ」、「サッカー」がほとんどである。体育的活動の取り組みを通して、様々な遊びを

子供たちが知り、休み時間やたてわり班活動内で友達との関わりを多く取り入れていきたい。 

⑬中央区立佃島小学校の体育的活動の現状 

１０月「短縄集会」 

・外部指導員の短縄演技 

（全校集会→全校児童対象） 

・縄跳び講習会（中学年） 

２、３月 

「持久走集会 

マラソン大会」 

朝時間を利用して、持久

走に取り組む。（５分間） 

３月にマラソン大会。

（校外コース） 

たてわり班活動（中休みにたてわり班遊び） 

１１、１２月「長縄集会」 

・朝時間を利用して、クラス単

位で長縄跳びを行う。（３分間

連続跳び）それぞれの学級で、

新記録を目指して取り組む。 
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【体育的活動の設定】 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数   ４６人 

○学級数   １９学級 

○活動場所  校庭（６０ｍ×４０ｍ）、体育館を使用する。 

○糀谷エンジョイランド活動方法 

 ・朝の時間に高学年、中学年、低学年ごとに分けて取り組む。 

・教員を１つの運動遊びの場に固定して配置する。 

・児童は、学級ごとに場をローテーションする。 

○体育的活動の実践 

 ・糀谷エンジョイランド以外にも、学級遊びや休み時間の学年鬼ごっこ、学年スポーツ大会を 

行う。 

 ・年間１０回の体育朝会を行い、体つくり運動などに取り組んでいる。 

 ・1学期に校内体力チャレンジを行う。 

 ・2学期に各学級で体力向上月間、ペースランニング走を行う。 

 ・3学期に長なわ大会「長なわ５分チャレンジ」や「なわとびチャンピオン」を行う。 

○校内体制 

 ・体育部が「糀谷エンジョイランド」の企画・運営を行っている。 

○児童の実態 

 ・休み時間の様子を見ていると、外遊びに取り組んでいる全校児童は６割程度いる。遊びの種

類は「鬼ごっこ」がほとんどであった。「糀谷エンジョイランド」、「５年わくわく遊びタイム」

を始めてから、「ハンドボール」や「バスケットボール」、「鉄棒・ジャングルジム遊び」、「一

輪車」、「竹馬」、「天大中小」など遊びの種類が少しずつ増えてきている。また、「鬼遊び」を

工夫した「十字おに」や「ピーターパンおにごっこ」、「宝取りおに」なども行っている。 

⑭大田区立糀谷小学校の体育的活動の現状 

糀谷エンジョイランド 

5月体力チャレンジ 

自分の体力の課題

に合わせて、体力テ

ストの種目を選び、

取り組む。 

 

９月「体力向上月間」 

９月・11月ペースランニング週間 

マラソンカードを用いな

がら、朝、中休み、昼休み、

放課後を活用して、持久走に

取り組む。 

 

１月「なわとびチャンピオン」 

学級の代表が、短縄や長縄を使

って、全校児童に技を披露する。 

２月「長なわ大会」 

長なわを５分間で跳んだ回数を

学級ごとに競う。 

 

体育朝会 
○5月 集団行動・行進  ○６月  水泳学習について、ラジオ体操 ○７月 盆踊り 

○９月 ペースランニング ○1１月 ペースランニング           ○１２月 長なわ 

○１月 短縄       ○１月  なわとびチャンピオン    ○２月 長なわ大会 
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【体育的活動の設定】 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数   ２１０人 

○学級数   ８学級 

○活動場所  校庭（４０ｍ×４０ｍ）、体育館、屋上、教室を使用する。 

○縦割り班活動方法（月１回、昼休みと清掃時間に実施） 

・月１回、昼休みと清掃時間に実施（２５分間） 

・１～６年生の児童が約２０人いる。 

・６年生が運動遊びを考え実施（ex:長縄、おにごっこ、ドッジボール） 

・２学期：ロング集会（たてわり班で行うスポーツ大会） 

○体育的活動の実践 

 ・月１回朝の時間、運動朝会１５分間実施。 

・９、１０「長縄朝会」を縦割り班活動で行い、スポーツ大会で競う。 

 ・１１、１２、１月に「マラソン朝会」を全児童で行い、４分間走を行う。 

・２、３月に「短縄朝会」を行い、自分の挑戦したい技に取り組む。 

○校内体制 

 ・各体育朝会は体育部、縦割り班活動は特別活動部、体育主任と連携を取り、行っている。 

○児童の実態 

 ・校庭が狭く、休み時間には、校庭遊びができない学級が２学級ある。各学級、週に２回校庭

遊びができない休み時間ある。休み時間には、校庭や体育館で主に２～６年の児童が入り交

じり、ドッジボールやハンドベースを行っている。縦割り班の遊びでは、ドッジボールを選

択することが多く、６年生の児童が、遊びの種類や遊び方を知らないので１学期期間、遊び

の紹介をしたが、スペースを有効的に使用できず、悩んでいる。 

⑮中央区立常盤小学校の体育的活動の現状 

９，１０月「長縄朝会」 

・縦割り班で行う 

・１０月のスポーツ大会に向

け、取り組む。 

２、３月 

２、３月「短縄朝会 

・朝の時間を使う。 

・なわとびカードを

を配布し、友達や

先生にチェックし

てもらうようにす

る。 

縦割り班活動（月１回、昼休み＋清掃時間＝２５分間） 

１１、１２、１月「マラソン朝会」 

・朝の時間を使う。 

・マラソンカードを配布し、校

庭１周したら、１マス、色を

ぬれる。５０周、１００周、

１５０周…と区切りで賞状

を渡す。 
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【体育的活動の設定】 

 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数   ７０５人 

○学級数   ２３学級（通級学級１学級含） 

○活動場所  校庭（９０ｍ×７０ｍ）、体育館、中庭、ホールを使用する。 

○七リンピック活動方法 

  ・隔週で、全校一斉に取り組む。 

      ・１７の運動遊びの場に教員を１～２人固定して配置する。また、子どもたちは 

場をローテーションする。 

○体育的活動の実践 

 ・通年で「七リンピック」を行う。 

・１０月に「七小なわとびチャレンジ」を行う。 

 ・３学期に全校で「マラソンチャレンジ」を行う。 

 ・１０・１１月に「長なわ集会」を行う。 

○校内体制 

 ・「七リンピック」は、才勝が企画・運営をし、全教職員が運動遊びの場で指導していく。 

○児童の実態 

 ・休み時間の様子を見ていると、外遊びに取り組んでいる児童は７割程度いる。しかし、遊び

の種類が「鬼遊び」と「ドッジボール」がほとんどである。体育的活動に取り組み、休み時

間の遊びの種類を増やしたり、友達とかかわって遊んだりすることをねらいとする。 

⑯小平市立小平第七小学校の体育的活動の現状 

１０月「七小なわとびチャレンジ」 

なわとび検定カードを用いて取り組む。 

体育委員会の児童や教職員、地域ボランテ

ィアの方々が、できた技の欄に押印する。 

合格した児童に認定書を渡す。 

１月「マラソンチャレンジ」 

マラソンチャレンジカードを用

いて中休みに取り組む。 

 ゴールした児童には、認定書を

渡す。 

七リンピック 
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【体育的活動の設定】 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数   ３８０人 

○学級数   １２学級 

○活動場所  校庭（４０ｍ×２５ｍ）、体育館。 

○元気アップタイム活動方法 

 ＜放課後元気アップタイム＞ 

・毎月２回、放課後に運動の専門知識のあるプレイリーダー主体で様々な運動遊びを経験する。 

 ＜中休み元気アッププロジェクト＞ 

・毎学期２週間程度、体育委員の児童がプレイリーダーとなり、中休みに運動遊びを企画・運営し全 

 児童が運動に取り組む。 

 ＜元気アップチャレンジ＞ 

・全学級で小グループを形成し、学活や体ほぐしの時間を使い、それぞれが運動遊びを考え、校内に 

 遊び方カードを掲示しいつでも誰でも遊びを選択し自由に遊べる環境を整えている。 

○体育的活動の実践 

 ・通年で「元気アップタイム」を行う。 

・５月に「長縄チャレンジ」を行う。 

 ・９月に全校で「成隣オリジナルエクササイズ」を行う。 

 ・２月に「持久走旬間」を行う。 

○校内体制 

 ・今年度は校内研究にあてるなど、全校で取り組んでいる。 

 ・プレイリーダーの人材確保を今後も続けていくことが課題。 

○児童の実態 

 ・外遊びには積極的な児童が多い。また、校庭が狭いため少ないスペースを上手に使って工夫して遊

ぶことができている。 

 

⑰昭島市立成隣小学校の体育的活動の現状 

４月「長縄チャレンジ」 

・１年は大波小波、２年はくぐり抜け 

・３～６年は長縄８の字跳びに取り組む。 

・３分間で何回跳べるか、に挑戦する。 

・学級単位（学年）で取り組む。 

・歴代の最高記録をギネスとして残す。 

１２月「持久走旬間」 

・５分間持久走に取り

組む。 

・低、中、高学年単位

で取り組む。 

 

元気アップタイム 

９月「成隣オリジナル

エクササイズ」 

・オリジナルの曲や振り

付けのエクササイズに

全児童で取り組む。 
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【体育的活動の設定】 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数   ６００人 

○学級数   ２０学級（固定知的学級１学級、情緒通級学級１学級含） 

○活動場所  校庭（４５ｍ×３５ｍ）、体育館、中庭、２・３・４階の学びの広場を使用する。 

○元気アップタイム活動方法 

 ・Ⅰ期週１回、Ⅱ・Ⅲ期週１.５回、朝の時間、中休み、昼休みに活動する。 

 ・「第Ⅰ期：学級ごとに遊び込む時期」 ※ 全教員がプレイリーダーとなって活動  

  「第Ⅱ期：選択した運動遊びで遊び込む時期」 ※ 児童が遊びを選択して活動  

  「第Ⅲ期：児童だけで遊び込む時期」 ※ 高学年児童がプレイリーダーになり活動  

○体育的活動の実践 

 ・通年で「元気アップタイム」を行う。 

・４月、９月、１月に全校で元気アップタイムのオリエンテーションを行う。 

 ・４月、２〜３月に「長なわチャレンジ」を行う。 

 ・１２月に「持久走月間」を行う。 

○校内体制 

 ・全校で取り組む。 ※ 活動は、Ⅰ期：２学年単位 → Ⅱ期：上学年／下学年  

○児童の実態 

 ・休み時間には、基本的に教室から出て活動することになっている。体育館は、曜日ごとに学

年単位でボールやフラフープ等を使って遊んでいる。校庭では、主に鬼遊びやなわ跳び、ボ

ール遊び、固定遊具を使った遊びをしている。課題としては、児童数に対して体を動かすス

ペースが狭いこと、遊びのバリエーションの少なさがある。 

４月「長なわチャレンジ」 

・長なわ８の字跳びに取り組む。 

・３分間で何回跳べるか、に挑戦する。 

・学級単位（学年）で取り組む。 

１２月「持久走月間」 

・４分間走に取り組む。 

・低、中、高学年単位で取り組む。 

 

元気アップタイムⅠ 元気アップタイムⅡ 元気アップタイムⅢ 

２〜３月「長なわチャレンジ」 

・４月の取り組みと同様 

 

⑱足立区立足立小学校の体育的活動の現状 
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【本年度の体育的活動の設定】 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

○教職員数  ２０人 

○児童数   ３３１人 

○学級数   １２学級 

○活動場所  校庭（６0ｍ×４０ｍ）、体育館も使用する。 

○活動方法  ・毎週火曜日に実施し、１回の活動は１５分とする。 

       ・教員を１つの運動遊びの場に固定して配置する。 

・遊びは、学年単位で行う。 

○体育的活動の実践 

 下記の表の通り 

○校内体制 

 ・体育的行事部が企画・運営を行っている。 

 ・１つ遊びに教員を２人配置している。 

 ・今年度は学年ごとにローテーションする。運動遊びは全部で６つにした。 

○児童の実態 

 ・休み時間の様子を見ていると、外遊びに取り組んでいる児童は８割程度いる。遊びのほとんどが、 

鬼ごっこ・ドッジボールである。遊び方を知らない児童が多いように感じられる。外遊びの児童

を増やすことや、体を動かすことの楽しさをねらいとしている。 

 

⑲綾南小学校の体育的活動の現状 

綾南チャレンジタイム 

体育朝会 

・4月 集団行動   ・9月 長縄    ・１１月 持久走   ・１月 短なわ   

１１～１２月「持久走」 

マラソンカードを用い

ながら、中休みを活用し

て、持久走に取り組む。 

１～３月「短縄」 

運動委員会の児童が

跳び方のポイントを

示す。 

 

９月「長縄」 

縦割り班で取り組む。 


